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では鶏胎児線維芽細胞 (C E F) を形質転換(transform) し focus を作り定量的に扱え、しかも in







一方td変異ウイルスに似て白血病ウイルスは CEF では増殖するけれども形質転換できず、 CEF
では直接定量が困難とされてきた。ところが最近ある種の形質転換機能の介助により白血病ウイルス




(1)形質転換能と同時にウイルス増殖の後期(成熟段階)がts である ts334 を用い、これら二つの温度感
受性機能と宿主域とを指標として遺伝解析を行なった。 (2追試困難とされてきたが、遺伝的解析を行
なう上で有利なプラーク法の追試と条件を確立し、 D群肉腫ウイルス SR-RSV D とそれ由来の




肉腫ウイルス BH-RSVに対する介助機能の三つの機能が併に ts であった。これにより td変異株は
肉腫ウイルス由来であり、 td334は形質転換遺伝子を欠損した増殖能のみts の ts334由来のtd変異ウイ
ルスであることが示された。このことから ts334の増殖能は形質転換能の ts により支配されていると
いうより、増殖能自体に ts が存在するものと推察される。
ts334の成熟機能を野生型の白血病ウイルス RAV-1で置き換えた遺伝的組換えウイルスは、二株
ともウイルスの増殖と宿主域は RAV-1の性質を示し、形質転換能はts334の ts を示した。組換えウイ
ルスの形質転換能が尚 ts であることから、 ts334の形質転換能が温度感受性を示すのは、成熟機能の直
接支配によるのではないことが示唆された。しかし成熟機能の形質転換能への関与を必ずしも否定す
るものではない。非許容温度 (41 0 ) で、 ts334の増殖能は RAV-1 により救助されるが、形質転換能
は救助されない。
以上の三つの事実から ts334 はdouble mutant であると考えられる。
次にプラーク法について検討したが、正常な CEF上で形質転換機能の介助なしにプラークを形成
するのは、 B と D群の白血病ウイルスのみであった。用いたA ， C , D. E群の肉腫ウイルス中で、
D群の SR-RSVーDのみプラークを形成した。ウイルス増殖は野生型で、形質転換のみts の ts変異





D を用い、 focus とプラークの二つを指標として、形質転換能と増殖能の紫外線不活化を直接比較す
ることにより、従来のデーターを再検討した。その結果プラーク形成能は従来のフォーカス形成能と








考えられていたts334 を用い、第二部では、フラーク形成能を有する nondefective ASV とそれ由来の
ts 及びtransformation-defective (td) 変異株を用い解析したものである。
(1 )ts334から td変異株の分離と性状決定、 (2 )ts334 と RAV-l との遺伝的組換えウイルスの分離とそ
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た。 D群の肉腫ウイルスとそれ由来の形質転換能のみts である ts122及びtd128は、 permissive ， nonｭ
permissive のいずれの条件下でも等しい数のプラークを形成すること及び、ts122 と RAVーl との組換
えウイルスがプラーク形成能を有しないことから、現在支配的である形質転換機能がプラーク形成に
関係しているとする考え方を否定し、プラークはウイルス増殖の直接の結果であることを示した。
同君の研究はこれまで不明確であり、論争となっていたウイルス増殖機能と細胞形質転換機能との
関係を遺伝的手法により詳細に検討し明らかにした点でトリ RNA型腫虜ウイルスの研究の発展に寄
与すると共に、今後同様の手段により腫蕩ウイルス遺伝情報の解析を行いうることを示したものであ
る。よって理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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